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社会貢献
寄付経営・事業と一体となった知的財産戦略知的財産

Nittoグループは、法と倫理に基づいて活動し、研究の成

果を実用化することで新たな産業を生み、社会の発展に寄

与したいと考えています。そのために知的財産権を尊重した

事業推進を行っています。経営幹部も知的財産戦略に深く

関与し、経営・事業と一体となって取り組んでいます。

そして、他社の知的財産権も尊重しつつ、自らは質の高い

知的財産権を取得し活用することで、経営の安定とともに収

益最大化を図ります。また、自社製品を保護するだけの知的

財産権獲得にとどまらず、事業モデルまで包括する知的財

産権獲得へと転換を進めています。

平成26年度「知財功労賞」 
経済産業大臣表彰　受賞

Nittoは産業財産権制度を有効に活用し、その発展に貢献

のあった企業を表彰する「知財功労賞」の経済産業大臣表彰

を2014年4月18日に受賞しました。これは、当社の経営、

事業部と一体となった知財活動が評価されたものです。

抜本的なコスト対策として、情報機能材料事業部は、従来

当社の工場内で行っていた検査工程、切断工程を自動化し

お客様の工場内で行う新しいビジネスモデル「ロール・トゥ・

パネル」を創出しました。しかし、それは弊社の固有技術を

露出することを意味します。そこで、知的財産権で保護する

ことを考えました。事業を守るために事業単位でまとめて

審査できないか特許庁に打診し、新たな審査制度を模索し

ました。これが、特許庁が平成25年度から実施している「事

業戦略対応まとめ審査」の原型となり、「産業財産権制度の

発展に寄与した」ことが認められ、今回受賞の運びとなりま

した。

世界のトップ100社に3年連続で選出される
「トムソン・ロイター2013  TOP 100 

グローバル・イノベーター・アワード」受賞

Nittoは一昨年、昨年に引き続き、「トムソン・ロイター

2013 TOP100 グローバル・イノベーター・アワード」を受

賞しました。

同賞は、世界的な情報サービス企業であるトムソン・ロイ

ター社が、特許の出願件数や成功率、グローバル性、影響力を

もとに、世界で最もイノベーティブな企業や機関を「TOP100

グローバル・イノベーター」として選出するものです。 

今回受賞した日本企業は100社中28社で、3年連続の受賞

はうち17社でした。

知財意識を高めるために 
「知的財産アワード」を開始

Nittoグループでは2013年4月より、研究開発に携わる

社員の発明創造意識の発揚を図るため、社内表彰制度「知

的財産アワード」を新設しました。最高位のNitto Best 

Inventor賞など4賞から成ります。

また、受賞者とCTO、知的財産部長との座談会を社内報

で紹介するなど、ほかの社員の意識向上も図っています。
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■ 国際特許
■ ヨーロッパ
 特許
■ 台湾特許　
■ 韓国特許
■ 中国特許
■ 米国特許
■ 日本特許

■Nittoグループの特許公開推移（日本および主要外国）

松島みどり経済産業副大臣（右）と当社柳楽会長（左）


